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Y15a The impact of pop culture on astronomy and astrophysics terminology.
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世界的に人気が高い漫画、アニメ、それらのメディアミック等のポップカルチャーが、天文学・宇宙科学用語の
大学生の認知度と理解度に与える影響を調査するために、天文学・宇宙物理学の自然科学教養授業（自然科学系リ
ベラルアーツ科目）において、天文学・宇宙物理学の科学用語とポップカルチャーの関係性のアンケートを実施し、
その結果を解析した。その結果、一部の用語においては、日米の著作・映像作品 (ドラえもん,DRAGON BALL、
天元突破グレンラガン、Doctor Strange in the Multiverse of Madness、Spider-Man: Across the Spider-Verse 等
[1-5]）の影響が無視できないこと分かった。本研究では、これらの解析結果を踏まえ、科学用語を理解する際の
ポップカルチャーの影響と社会・教育的なインパクトを考察した。これらの考察から、科学・天文教育にポップ
カルチャーを活用できるのか、活用できた場合はどのような形になるか、についても議論した。
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